
 

 
平成 年度実績

●　環境フェア2018の開催

  多摩川清掃工場では、施設内での火災等に備えて自衛消防
隊を編成し、年に一度、消防訓練を実施しています。

●　その他の活動

　平成30年度は10月7日(日)に環境フェア2018を開催し
ました。
　この催しは、地域の皆様に清掃工場に親しんでいただき、
清掃事業や環境問題について考えるきっかけになることを願
い、開催しているものです。
　晴天に恵まれ、多数の方がお見えになり、清掃工場への関
心の高さがうかがえました。
　また、室内に設置した本物のごみクレーンを模した工場職
員の手作りによるクレーンゲームや清掃車の中が見える環境
学習車によるごみ積込み体験、昨年より実施している東京二
十三区清掃一部事務組合の清掃工場のシンボルである各工場
の煙突に投票してもらう「えんとつ総選挙」などで、子ども
達にも楽しんでいただきました。

■小･中学生等

■一般住民

■官公庁

■海外
■民間

（人）

見学者内訳（平成 年度）

見学のご案内
開かれた清掃工場を目指し、

施設見学を積極的に受け入れて
います。

見学者の内訳は、学校での環
境学習に合せて来場する小学生
が、全体の約８０％を占めてい
ます。

ごみ積込み体験

ごみバンカの見学

● 団体（概ね 名以上）
で申込む場合

月～金曜日の午前･午後

● 個人で申込む場合
原則として第4土曜日の午後に
個人見学会を行っています。

所要時間：1時間30分程度

（申込み先）
多摩川清掃工場 技術係
０３ ３７５７ ５３８３

：多摩川清掃工場
：〒

東京都大田区下丸子二丁目 番 号
：０３（３７５７）５３８３
：０３（３７５７）５７２５
：濱田 浩一（技術係長）
：村野 安治（工場長）
：令和元年 月 日
：

名称
所在地

電話

作成者
発行責任者
発行

合計 人

印刷物登録 令和元年度第 60 号

消防訓練による放水の様子 えんとつ総選挙の様子

クレーンゲームの体験

本環境報告書の各数値は、平成 年 月～平成 年 月の
集計値です。各種お問合せは下記までお願いします。

多 摩 川

 

郵便局

矢口特別出張所
老人ホーム

新田神社
商

店
街

芝信用金庫

清掃工場

正門

たまちゃんバス

「矢口中学校」降車

たまちゃんバス

「武蔵新田駅」乗車 東急多摩川線 武蔵新田駅
環八通り

至 多摩川 至 蒲田

車両出入口





発電設備工場規模 焼却炉 全連続燃焼式火格子焼却炉

処理能力 300トン/日 （150トン/日×2基）

灰溶融炉 回転式表面溶融炉

処理能力 30トン/日 （30トン/日×2基）

しゅん工
敷地面積
建築面積
延床面積

平成15年6月30日
約32,000 m2

約10,740 m2

約24,000 m2

6,400 kW （発電機出力）

約100 m （高さ・外筒支持鋼製内筒型）煙　　突



排出量

※下記測定結果グラフは年度代表値です。より詳細なデータは東京二十三区清掃一

部事務組合 にて公開されています。
アドレス：

● ばいじん ● 硫黄酸化物 ● 窒素酸化物

● 塩化水素 ● 水銀 ● ダイオキシン類

ばいじん

自己規制値

未満未満未満

硫黄酸化物

自己規制値

未満未満未満

窒素酸化物

自己規制値

塩化水素

自己規制値

未満未満未満

水銀(μg/m

自己規制値

※未満 ※

ダイオキシン類

法基準値

● ダイオキシン類

ダイオキシン類

法基準値

多摩川清掃工場では、排ガスの洗
浄やスラグの生成など様々な工程で
水が使われています。工場から出る
排水は汚水処理設備により適切な方
法で処理して下水道へ放流していま
す。下水道法及び東京都下水道条例
により排水の基準が決められており、
この基準値を守るために毎月排水を
測定しています。

主な測定項目として、 生物
化学的酸素要求量）や （浮遊物
質量）、ｐ などがあります。いず
れも基準値を十分下回っています。

スラグ生成量 ㌧
生成されたスラグは、砂に似た物

質であるため、道路用骨材、コンク
リート用骨材、インターロッキング
等コンクリート二次製品用の骨材、
埋め戻し材、その他建設資材等に利
用されています。利用先は清掃工場
の建設・整備資材や特別区、都（埋
立資材）及び民間企業に及んでいま
す。

排ガス測定結果（年度推移）

スラグとは？

焼却炉でごみを完全燃焼した後に残る灰を、
コンベヤ等で灰溶融炉に送ります。

灰溶融炉では都市ガスを燃料として1,200℃
以上の高温で灰を加熱溶融したあと、水槽で急
速に冷やします。灰は最終的に砂状のスラグ
（人工砂）になります。灰を溶融処理すること
によって、灰の容積は約半分となり、またダイ
オキシン類や重金属類を無害化することができ
ます。 スラグ

ばいじんは、ごみの焼却の過程で
発生する粒子状の物質です。多摩川
清掃工場では、ろ過式集じん器によ
り自己規制値を大きく下回るばいじ
ん濃度を維持しています。

ごみに含まれている硫黄分が燃
焼することで発生する硫黄酸化物
は、酸性雨をもたらす原因物質の
一つです。主に排ガス洗浄塔で硫
黄酸化物の除去を行っています。

ごみの燃焼時に発生する窒素酸
化物は、光化学スモッグをもたら
す原因物質の一つです。触媒反応
塔等で窒素酸化物の分解を行って
います。

塩化水素は、排ガス中に含まれる
強い酸性を示す有害物質です。排ガ
ス洗浄塔等により、排ガス中の有害
物質を洗い落とすことで、低い排出
濃度を維持しています。

ごみの中に水銀が含まれていた
場合、燃焼により気化し排ガス中
に移行します。ろ過式集じん器や
排ガス洗浄塔で除去し、低い排出
濃度を維持しています。

ごみ焼却の過程で生成されるダ
イオキシン類濃度の排出基準値を
守るため、ごみ質の均一化や焼却
温度・滞留時間等による対策を実
施しています。

排水においても下水道法の基準
値 を大きく下回っ
ています。

※平成 年 月 日から大気汚染防止法が

定める測定方法に変更しました。

スラグ排出量（年度推移） 排水測定結果（年度推移）
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＜ごみ（廃棄物）発電＞

太陽光・風力発電

排出量（年度推移）

多摩川清掃工場では、クリーンな
エネルギーとして注目されている太
陽光発電・風力発電設備を備えてい
ます。電光板で発電量を常時確認す
ることができます。

緑化の取組

建物壁面や屋上、煙突を緑化す
ることによって、地球温暖化防止
に貢献しています。

屋上庭園

発電電力量 千 ｈ

● 発電電力量 ● 売電電力量

太陽光・風力発電 千 ｈ

売電電力量 千

● 排出量

排出量 ㌧

風力発電

ごみ焼却により発生する熱
を利用して、ボイラにより蒸
気を発生させます。その蒸気
の力で電力を発生させます
（蒸気タービン発電機）。

発電した電力は、工場内で
利用されます。

右のグラフは、地球温暖
化対策の推進に関する法律
に基づいて算出したエネル
ギー起源 ※の排出量で
す。

都市ガス使用量の削減や
建築設備の節電による使用
電力量の削減に努めていま
すが、焼却炉及び灰溶融炉
の稼働状況により、 排
出量は変動します。

～地球温暖化対策の取組～

左記の発電した電力が、工場内で利用
される電力を上回った場合、余剰電力と
なります。その余った電力は電力会社に
売却して売電収入を得ています。

　多摩川清掃工場は、都民の健康と

安全を確保する環境に関する条例

（環境確保条例）により、特定地域

温暖化対策事業所に指定され、平成

22年度からエネルギー起源CO2※

の総量削減義務が課されていました

が、節電対策等でエネルギー使用量

を削減したことにより、平成25年

度に指定が取り消されました。

※エネルギー起源CO2：工場で使

用したエネルギー（都市ガス・灯

油等の燃料及び外部から供給され

た電気）の量をCO2に換算した

値です。

蒸気タービン発電機



（２）運営協議会の開催

　矢口地区自治会・町会長、大田区及び東京二十三区清掃一
部事務組合の三者で構成する運営協議会を年1回開催してい
ます。平成30年度は10月17日(水)に開催し、工場の操業状
況や各種測定結果などを報告しました。

（３）工場だより

 　多摩川清掃工場だよりを、年2回発行しています。

（４）放射能等の測定

　東京二十三区清掃一部事務組合では、東京電力福島第一原
子力発電所の事故後、焼却処理で発生する焼却灰等の放射能
濃度、工場の敷地境界及び工場内灰処理設備等の空間放射線
量率を測定しています。今後も継続して測定を実施し、月に
1回を目途に結果をホームページで公表していきます。

※環境マネジメントシステム：環境に関す
る方針や目標等を自ら設定し、これらの達
成に向けて取り組んでいくために事業場内
の体制・手続きを定めた継続的改善のため
の仕組みを指します。

（１）排ガス状況表示盤
　多摩川土手沿いの、旧堤通りの車両出入口門脇に設置され
ている電光掲示板には、焼却炉稼働時における排ガス中の有
害物質濃度が常時表示されています。なお、排ガス状況の記
録※は、工場において閲覧することができます。

（５）ホームページ

　各種測定結果や工場だより、環境報告書等は東京二十三区
清掃一部事務組合ホームページで閲覧できます。

【ホームページアドレス】

※廃棄物の処理及び清掃に関する法律に定められている維持管理の
記録です。また、平成23年度から東京二十三区清掃一部事務組合
ホームページでも公開しています。

　工場操業協定に定められた排ガスの自己規制値など、法規制値
よりも厳しいレベルでの運転管理を行っています。その他にも、
熱エネルギーの有効利用、廃棄物の減量化・資源化の取組も行っ
ており、開かれた清掃工場を目指して、工場だよりや本環境報告
書の発行、個人見学会の開催なども実施しています。

[その他の環境管理活動]

　緊急時の対応手順を定め、訓練を実施して有事に備えています。

環境マネジメントシステムの取組
　多摩川清掃工場では、平成17年11月にISO14001の認証を

取得し、環境マネジメントシステム※に基づき環境配慮の活動を
行っています。
[環境目標]

　継続的改善が可能なもので、3か年の年次計画により削減目標
を掲げ、管理しています。

[維持管理項目]
【維持管理項目】
１．環境負荷の軽減

大気汚染の防止

水質汚濁の防止

悪臭の防止

緑地の維持

地球温暖化対策

２．熱エネルギーの有効利用

ごみ発電

３．減量化・資源化の推進

一般廃棄物の分別の徹底

と排出量の抑制

資源化物の有効利用

スラグの有効利用

４．開かれた清掃工場
広報活動の充実

【環境目標】
１．地域との連携

広報活動の充実

２．環境管理体制の整備

緊急時等の対応手順の見直し
３．資源循環システムの形成

再生品の購入促進

排ガス状況表示盤

運営協議会

表示項目

硫黄酸化物、塩化水素

窒素酸化物、ばいじん

の濃度

アンモニア漏洩訓練の様子



 

 
平成 年度実績
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記録です。また、平成23年度から東京二十三区清掃一部事務組合
ホームページでも公開しています。

　工場操業協定に定められた排ガスの自己規制値など、法規制値
よりも厳しいレベルでの運転管理を行っています。その他にも、
熱エネルギーの有効利用、廃棄物の減量化・資源化の取組も行っ
ており、開かれた清掃工場を目指して、工場だよりや本環境報告
書の発行、個人見学会の開催なども実施しています。

[その他の環境管理活動]

　緊急時の対応手順を定め、訓練を実施して有事に備えています。

環境マネジメントシステムの取組
　多摩川清掃工場では、平成17年11月にISO14001の認証を

取得し、環境マネジメントシステム※に基づき環境配慮の活動を
行っています。
[環境目標]

　継続的改善が可能なもので、3か年の年次計画により削減目標
を掲げ、管理しています。

[維持管理項目]
【維持管理項目】
１．環境負荷の軽減

大気汚染の防止

水質汚濁の防止

悪臭の防止

緑地の維持

地球温暖化対策

２．熱エネルギーの有効利用

ごみ発電

３．減量化・資源化の推進

一般廃棄物の分別の徹底

と排出量の抑制

資源化物の有効利用

スラグの有効利用

４．開かれた清掃工場
広報活動の充実

【環境目標】
１．地域との連携

広報活動の充実

２．環境管理体制の整備

緊急時等の対応手順の見直し
３．資源循環システムの形成

再生品の購入促進

排ガス状況表示盤

運営協議会

表示項目

硫黄酸化物、塩化水素

窒素酸化物、ばいじん

の濃度

アンモニア漏洩訓練の様子

●　環境フェア2018の開催

  多摩川清掃工場では、施設内での火災等に備えて自衛消防
隊を編成し、年に一度、消防訓練を実施しています。

●　その他の活動

　平成30年度は10月7日(日)に環境フェア2018を開催し
ました。
　この催しは、地域の皆様に清掃工場に親しんでいただき、
清掃事業や環境問題について考えるきっかけになることを願
い、開催しているものです。
　晴天に恵まれ、多数の方がお見えになり、清掃工場への関
心の高さがうかがえました。
　また、室内に設置した本物のごみクレーンを模した工場職
員の手作りによるクレーンゲームや清掃車の中が見える環境
学習車によるごみ積込み体験、昨年より実施している東京二
十三区清掃一部事務組合の清掃工場のシンボルである各工場
の煙突に投票してもらう「えんとつ総選挙」などで、子ども
達にも楽しんでいただきました。

■小･中学生等

■一般住民

■官公庁

■海外
■民間

（人）

見学者内訳（平成 年度）

見学のご案内
開かれた清掃工場を目指し、

施設見学を積極的に受け入れて
います。

見学者の内訳は、学校での環
境学習に合せて来場する小学生
が、全体の約８０％を占めてい
ます。

ごみ積込み体験

ごみバンカの見学

● 団体（概ね 名以上）
で申込む場合

月～金曜日の午前･午後

● 個人で申込む場合
原則として第4土曜日の午後に
個人見学会を行っています。

所要時間：1時間30分程度

（申込み先）
多摩川清掃工場 技術係
０３ ３７５７ ５３８３

：多摩川清掃工場
：〒

東京都大田区下丸子二丁目 番 号
：０３（３７５７）５３８３
：０３（３７５７）５７２５
：濱田 浩一（技術係長）
：村野 安治（工場長）
：令和元年 月 日
：

名称
所在地

電話

作成者
発行責任者
発行

合計 人

印刷物登録 令和元年度第 60 号

消防訓練による放水の様子 えんとつ総選挙の様子

クレーンゲームの体験

本環境報告書の各数値は、平成 年 月～平成 年 月の
集計値です。各種お問合せは下記までお願いします。

多 摩 川

 

郵便局

矢口特別出張所
老人ホーム

新田神社
商

店
街

芝信用金庫

清掃工場

正門

たまちゃんバス

「矢口中学校」降車

たまちゃんバス

「武蔵新田駅」乗車 東急多摩川線 武蔵新田駅
環八通り

至 多摩川 至 蒲田

車両出入口


